記　入　要　領

１　履歴書（様式1）
・記入例に従って作成する。文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする。

・「年月日」記入欄は、和暦で記入する。
　　・写真は、デジカメ等で撮影した画像を貼り付けていただいて結構です。
２　研究助成等一覧（様式2）

・記入例に従って作成する。文字の大きさは、９ポイントの明朝体とする。
・研究助成は、新しいのもから順に記載する。
・研究費獲得額は、千円単位で記載する。

３　研究業績目録（様式3）
・記入例に従って作成する。文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする。なお、原著等の欧文については、Times New Romanとする。
・業績は以下の分類ごとに、新しいものから順に通し番号を付けて記載する｡
(1) 学術論文

・原著（欧文と邦文に区分）、症例報告、総説等（総説論文、著書、翻訳、分担執筆、展望など）、論文形式のプロシーディングスとし、著者・論題・掲載誌・巻・頁・発表年(西暦)の順に記入する｡
①　学位論文は通し番号に○を付ける｡

②　著者名は、論文と同じ順で省略せずに全員を記入し、応募者は太字下線（　　）を引くこと。

③　Corresponding author には著者名の右に＊印を付する（応募者がCorresponding author である場合は、そのことを示す資料のコピーを各1枚添付する）。
④　発表雑誌名の略誌法は、医学に係るものは次のとおりとし、それ以外のものは医学に準じて記入することとし、省略した場合のピリオドは付けない。
ア　欧文誌は｢List of Journals Indexed in Index Medicus」による｡
イ　邦文誌は「医学中央雑誌：収蔵雑誌略名表」による｡
⑤　頁は、論文の始めと終わりの頁をハイフンで結んで記入する｡

⑥　各論文の最後にインパクトファクター（IF）を記入する（直近のJournal Citation Reportsにて記入する）。
⑦　in pressのものは掲載証明を添付するかDOIを付記する。

(2) 学会発表（国際学会又は国内の全国規模学会で、自身が筆頭発表者の発表のみ記載）
・特別講演、シンポジウム、一般講演等の順に主要なものについて、演者名・題名・学会名・発表年の順に記入する｡
　・国内学会における一般演題でのポスター発表は除く。
４　インパクトファクター計算書（様式4）
・各論文のインパクトファクターを別紙計算書に記入する。
５　主要論文のCitation Index一覧表（様式5）
・原著論文中、第一著者又は本人の指導による主要論文１０編について、Google Scholar によるCitation Index を別紙一覧表に記入する。
・論文名は、業績目録と同様に、著者・論題・掲載誌・巻・頁・発表年(西暦)の順に記入する。

６　主要論文１０編の別刷
・上記の主要論文１０編の別刷（カラーコピーでも可）を添付する（出典が記載されていない別刷は明記する）。

７　診療実績一覧（様式6）

・記入例に従って作成する。文字の大きさは、１２ポイントの明朝体とする。
・診療実績は、新しい年次から順に記載する｡
８　その他
・上記１から７の書類は、紙媒体の他にPDFファイル（CD-R若しくはUSB）でも提出願います。
・なお、履歴書のPDFファイルは、写真添付のうえ生年月日欄の年齢のみを記入し、現住所、電話番号、メールアドレスを削除したものを提出願います。
・提出された個人情報及び版権については、厳正に管理し、選考終了後は個人情報関係書類として溶解処理します。[image: image1.png]
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